
【統括・教育研究
  ・UXデザイン主導】

【技術統合・研究開発拠点】

【実証フィールド提供・現場実装の中核】

【先端技術連携・DX実装支援】

【政策課題の提示・都市データの提供】
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市外企業

「SAPP‿RO越境共創実装ラボ」「SAPP‿RO越境共創実装ラボ」

寒冷地型都市DX・理系産業
における社会実装支援

既存授業・研究と
地域課題の有機的結合

企業人材

学生

企業UX（ユーザー体験）評価
1-DAY集中プロトタイピング

「2025年の崖」：DX・AI導入期にある情報通信業での技術の社会実装
「2030年問題」：建設業での施工能力の維持や現場管理の高度化

技術と現場を繋ぐ「結節点」の不足

AI 時代を生き抜く
人材教育

理系現場で活躍する
文系人材育成実績

【調査・研究】【反復検証】

【社会実践】
【社会実装支援】

札幌市立大学 AITセンター共同体４：日本アイ・ビー・エム株式会社

1.「文理越境型」の新たな地域人材循環モデルの確立
2.企業環境のアップデートによる若年人材の地域定着促進 
3.「技術が現場で使われない」課題の解消（都市DXの実効性担保）
4.既存の教育・研究リソースの社会実装力向上
5.継続的・発展的な地域共創基盤の形成

「SAPP‿ RO文理越境人材創造プロジェクト」
 ― 文系人材が市内理系産業を支えるミライの札幌版人材創出モデル ―
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寒冷地型
スマートシティ

共同体１：

共同体２：

共同体３：

職場のユニバーサル化

採用・定着戦略の構築

社内人材のリスキリング

モチベーション向上

企業・行政と協働し実装する力

人の体感・認識・行動を理解する力

情報を扱い育てる力

空間を読み解く力

実践内容の成果発信と市民評価
【意識醸成】

文理越境人材
往復・接続・翻訳

人間分析
（文系的知）

技術実装
（理系的知）【実証フィールドの提供・技術者協働】

技術と現場をつなぐ実装拠点

課題集約

共創

人材創出

職場環境の再設計
共創プロセスの確立

「試せる状態」「試せる状態」

「使われる状態」「使われる状態」


